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た。また， 2008年 1月 12.13日に行われた「第 31回遺伝カウンセリングリフレッシ





2007年 12月 12日に藤田潤先生(京都大学大学院医学研究科教授)， 2007年 12月
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21日に田沼靖一先生(東京理科大学薬学部教授)，2008年 1月 18日には武部啓先生(近
畿大学総合理工学研究科客員教授)をお招きして，講演会，シンポジウムを行った。
③遺伝カウンセリングにおける「情報提供」を受け取る人の「心Jに焦点を当てた研
究を行う。
20代， 30代の男女30名を対象に，仮想場面を用いた質問紙調査を行った。
〔研究成果〕
遺伝カウンセリングにおける情報提供の実情に関して，それに従事する専門家による
カンファレンスやセミナーに参加し，調査した。カンファレンスでは クライエントに
提供されるべき「情報」の内容についての検討が中心となり，情報提供を行うカウンセ
ラーとそれを受けるクライエントの「体験jは十分に検討されているとは言い難かった。
一方，セミナーのロールプレイでは個々のクライエントに合わせた対応が強調されてお
り，これら 2つの聞で、うまくバランスを取ること，情報提供後の心理的サポートを充実
させることの必要性がうかがわれた。また，ワークショップへの参加により，児童精神
科における情報提供は，ある程度治療者-患者関係ができた上で行われることがわかっ
た。一度あるいは少ない回数の関わりの中でクライエントに重要な情報を伝えなくては
ならないという遺伝カウンセリングの構造そのものの抱える難しさが示唆された。
次に，生命科学の専門家との交流や意見交換は，遺伝カウンセリングでクライエント
に提供される情報を「科学」としづ次元で捉えることと自分Jとの関係性で捉える
こととの間に横たわる大きな溝について考えさせられるもので、あった。「自分」との関
係性にとらわれず探究した結果得られ，我々の自然に関する理解を広げ深める科学的事
実は，ひとたびそれが個人の遺伝医学的情報という形になり「自分」と関係づけられる
ことになれば，全く違った姿で体験されうるのである。このことは，我々の身の回りに
溢れ，スタイリッシュな響きを持つものとして受け止められている「遺伝子Jや iDN
AJなどの言葉仁依然として我々の間でタブー視されている f遺伝Jという言葉が喚
起するイメージのギャッフ。にも見ることができるのではなし1かと考えられる。
また，自分が遺伝子疾患の当事者であるという仮想場面を用いた質問紙調査からは，
こういった問題に対して我々が抱く運命的な感じゃ不気味さあるいは遺伝子変異を持
った存在であるということで自分の何かが決定的に変わってしまったり周りの人達と
別質の人間になってしまったりするのではなし1かという思いが見出された。さらに，先
述したような「科学」と「自分Jとの，また それぞれの立場を担うカウンセラーとク
ライエントとのギャップや，そこに避けようもなく生じる「怒り jの感情も見て取れた。
個人研究では，現代における遺伝情報とイメージが遺伝子Jに焦点を当てた微視
的な科学の発展により解離してし、く過程を歴史的に捉え，考察した。
これらの研究成果は，来年度以降，関連学会にて発表予定である。
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